
 

令和 ４年 ７月１５日  

 

仕 様 に 関 す る 質 問 回 答 書 

件  名 電路設備 高圧配電線更新 

質  問  事  項 回      答 

1. 【特記事項】（主要材料）第３４条（２） 

端末処理材 ＪＣＡＡ Ｃ３１０２準拠とあ

りますが、ＪＣＡＡ Ｋ１３０１準拠製品で

も宜しいでしょうか。 

 

2. 駅舎の建材に石綿含有の可能性が疑われ

るものはありますでしょうか。 

 

3. 石綿を含むとして事前調査の必要はあり

ますでしょうか。 

 

4. 道路から桁上のラックまでの高さをご教

授下さい（一番高い場所）。 

 

5. 高圧ケーブルの納期がかかる場合、工期の

延伸もしくは一時中止など可能でしょう

か。 

 

6. 【特記事項】（主要材料）第３５条（３） 

必要であれば直線接続を行うことも可能で

あるが、最小限の数量とすることとありま

すが、いつ頃、数量が決まる予定でしょう

か？ 

 

 

 

 

7. 高圧ケーブルの長さ１３８０ｍとありま

すが、受注後の再測量は必要ありますでし

ょうか？ 

 

8. 受注後すぐに高圧ケーブルの発注が必要

と考えますが、６、７の質問の回答時期に

よって高圧ケーブルの発注納期に影響す

可能です。しかし JCAA C3102に準拠しない材料

を使用する場合は、常温収縮工法またはテープ

巻き工法となります。 

 

 

駅によって異なりますので一概にお答えするこ

とができません。 

 

壁に穴を開ける作業等を考えていないため、現

時点では必要がないと考えます。 

 

本工事の範囲では、地上からおよそ１６メート

ルです。 

 

今年度中の施工完了となるため延伸できませ

ん。（工期はＲ５年２月２８日まで） 

 

 

１５００ｍを一本で製作可能であるため、原則、

直線接続なしの１本での施工となります。施工

上、やむを得ない場合は原則、１つの直線接続

までとなります。直線接続箇所を可能な限り無

くし、信頼度の高い設備とすることを一番の目

的としています。 

（発注者と施工会社間で協議） 

 

 

施工方法により必要が生じる場合があります。 

 

 

 

今年度中の施工完了となるため延伸できませ

ん。（工期はＲ５年２月２８日まで） 

 



 

ると考えます。早期の決定方針をお願いす

ると共に、発注納期を理由とする工期延伸

は可能でしょうか。 

 

9. 【特記事項】（工事条件）第３５条（１０） 

受注者で行うことが原則と想定しており

ますが、工期を短縮するために千葉都市

モノレール様に同行して頂く事や参考資

料を開示していただくことは可能でしょ

うか。 

 

10. 足場工事の見積もりを徴収するために過

去の足場組立の図面の開示をお願いでき

ますでしょうか？ 

 

11. 新設高圧ケーブル敷設後の試験方法をご

教授ください。 

 

 

12. 工作車で桁上ラックの近くに行くことは

可能でしょうか？ 

 

 

13. 桁上ラックに資機材を運搬するための工

作車の使用は可能でしょうか、また臨時の

運転手講習は可能でしょうか、ご教授下さ

い。 

 

14. 臨時の運転手講習が不可の場合、千葉都市

モノレール様にお願いすることは可能で

しょうか。 

 

15. 撤去高圧ケーブルの処理方法についてご

教授ください。 

 

16. 昼間作業、夜間作業の作業時間をご教授下

さい。 

 

 

17. 土日祝日、長期休みの施工は可能でしょう

か？ 

 

 

 

 

 

 

必要により可能です。 

 

 

 

 

 

 

高圧配電線の更新が初回のため、資料がありま

せん。 

 

 

敷設状態確認検査（目視）および高電圧耐圧試

験です。付随して各種絶縁抵抗測定、シールド

抵抗測定等。 

 

必要最小限の工作車使用は可能です。ただし他

の作業が多数あるため影響の出ない範囲となり

ます。 

 

回数が少ないことを前提に作業車両は千葉都市

モノレール側で運転する想定をしています。 

 

 

 

回数が少ないことを前提に作業車両は千葉都市

モノレール側で運転する想定をしています。 

 

 

銅などは有価物として、その他は産業廃棄物と

して処理して下さい。 

 

昼間は、９：００～１７：００、夜間は２３：

００～４：４０とします。ただし、夜間線路閉

鎖が可能な時間は、０：３０～４：４０です。 

 

弊社監督員の立会いが不要と考えられる作業に

ついては可能です。（協議） 


